
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ

質
問　
教
育
長
は
ど
の
よ
う
な

子
ど
も
を
育
て
た
い
か
。子
ど

も
の
成
長
に
何
が
必
要
か
。ど

の
よ
う
に
子
ど
も
を
育
て
て
き

た
か
。

答
弁　
自
立
し
た
子
ど
も
・
大

人
を
育
て
た
い
。子
ど
も
の
成

長
に
は
大
人
の
愛
情
が
必
要
だ
。

校
歌
を
大
き
な
声
で
歌
え
る
子

ど
も
に
し
た
い
。そ
し
て
、ひ
と

り
ぼ
っ
ち
を
つ
く
ら
な
い
。こ

れ
が
私
の
教
育
論
だ
。

質
問　
初
め
て
の
出
産
・
子
育

て
か
ら
鬱
状
態
に
な
り
、
児
童

虐
待
を
招
く
場
合
が
あ
る
。

答
弁　
新
規
相
談
で
は
、
７
割

以
上
が
児
童
虐
待
を
含
む
保
護

者
の
養
護
に
関
す
る
相
談
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
約
３
割
に
精
神

面
で
の
課
題
が
あ
る
。状
態
に

応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　
100
㎡
未
満
の
小
規
模
公

園
が
61
カ
所
あ
る
。こ
れ
で
も

公
園
か
。

答
弁　
小
規
模
公
園
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

質
問　
危
険
運
転
を
行
う
自
転

車
に
対
す
る
利
用
マ
ナ
ー
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
啓
発
活
動
を
通
し
て
マ

ナ
ー
向
上
に
努
め
て
い
く
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
査
に
つ
い
て

意
見　
市
役
所
職
員
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
パ
ワ
ハ

ラ
が
137
人
、
セ
ク
ハ
ラ
が
24
人

だ
っ
た
。相
談
窓
口
を
知
っ
て

い
る
が
相
談
し
に
く
い
、
な
か

な
か
言
え
な
い
声
に
向
け
て
職

場
改
善
に
努
力
せ
よ
。服
務
規

律
違
反
だ
。

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
分
室
化
に

よ
る
職
員
負
担
増
大
！
是
正
を

質
問　
分
室
化
に
よ
り
中
間
管

理
職
の
業
務
が
多
忙
と
な
り
、

支
障
が
出
て
い
る
。
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
核
を
担
う
重
要
な

施
設
の
体
制
と
し
て
問
題
。
分

室
化
は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁　
業
務
の
見
直
し
、
効
率

化
、
職
員
配
置
を
検
討
す
る
。

セ
ク
ハ
ラ
対
策
を
強
化
せ
よ
！

質
問　
24
人
の
一
般
職
が
セ
ク

ハ
ラ
の
言
動
や
行
為
を
受
け
た

と
答
え
て
い
る
。
女
性
管
理
職

の
相
談
組
織
等
で
対
応
強
化
を
。

答
弁　
セ
ク
ハ
ラ
に
対
し
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
気
軽
に
相

談
で
き
る
体
制
の
整
備
を
図
る
。

子
ど
も
条
例
に
虐
待
対
応
を
！

質
問　
骨
抜
き
の
条
例
内
容
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
児
童
虐

待
の
発
生
予
防
や
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
策
に
つ
い
て
実
効
性

の
あ
る
条
文
を
構
築
す
べ
き
だ
。

答
弁　
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ

り
子
ど
も
の
権
利
保
障
が
明
文

化
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
条

例
制
定
専
門
部
会
で
検
討
す
る
。

糸
魚
川
大
火
に
学
ぶ
防
災
対
策

質
問　

４
万
㎡
の
火
災
現
場
を

視
察
し
火
災
対
策
の
重
要
性
を

再
認
識
し
た
。
大
規
模
火
災
や

同
時
多
発
火
災
が
発
生
し
た
際

に
対
応
で
き
る
消
防
水
利
の
整

備
や
消
防
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　
耐
火
性
防
火
貯
水
槽
の

設
置
を
進
め
９
割
の
地
域
で
充

足
、
消
防
署
と
消
防
団
は
密
接

不
可
分
の
連
携
関
係
に
あ
り
消

防
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

「
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

 

【
説
明
】
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
総
務
省
の
条
例

（
例
）に
基
づ
き
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。
主
な
改
正

は
、
(1)
個
人
市
民
税
①
控
除
対

象
配
偶
者
の
定
義
の
変
更
に
伴

う
規
定
の
整
備
、②
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
の
適
用
期
間
の

延
長
、③
優
良
住
宅
の
造
成
等

の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た

場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る

課
税
の
特
例
の
延
長
、
(2)
固
定

資
産
税
①
地
域
決
定
型
地
方
税

制
特
例
措
置
に
よ
る
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準

の
特
例
、②
災
害
に
関
す
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽

減
措
置
、
(3)
軽
自
動
車
税 

グ

リ
ー
ン
化
特
例（
軽
課
）の
延
長
。

条
例
改
正
を
伴
わ
な
い
主
な
改

正
は
、
配
偶
者
控
除
及
び
配
偶

者
特
別
控
除
の
見
直
し
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
改
正
に
よ
る
影
響
額
は
。

答　
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

は
、
市
民
税
の
影
響
額
が
約
１

億
５
千
500
万
円
。
優
良
住
宅
は

約
176
万
円
。
グ
リ
ー
ン
化
の
特

例
は
約
160
万
円
の
そ
れ
ぞ
れ
減

収
で
あ
る
。

問　
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万

円
を
超
え
る
納
税
義
務
者
は
配

偶
者
控
除
等
の
適
用
が
な
く
な

る
が
、
年
収
相
当
額
は
。

答　
所
得
１
千
万
円
を
収
入
で

言
う
と
、
給
与
収
入
の
み
の
場

合
、
約
１
千
220
万
円
で
あ
る
。

問　
配
偶
者
控
除
が
な
く
な
る

影
響
額
と
、
配
偶
者
特
別
控
除

「
西
東
京
市
の
空
き
家
対
策
に

関
す
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
平
成
27
年
に
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
が
施
行
さ
れ
、
強
制
力
を

伴
う
措
置
が
可
能
と
な
っ
た
。

市
と
し
て
も
空
き
家
の
実
態
を

早
急
に
精
査
し
、
空
き
家
対
策

条
例
を
速
や
か
に
施
行
す
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
。

【
市
か
ら
の
意
見
】
市
で
は
現

在
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た

空
き
家
の
全
棟
調
査
を
実
施
し
、

実
態
把
握
を
行
っ
て
い
る
。
条

例
の
制
定
は
、
空
き
家
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
の
早

期
の
条
例
制
定
は
難
し
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
空
き
家
の
全
棟
調
査
結
果

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

答　
所
有
者
の
特
定
が
終
わ
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
順
に
、
空

き
家
の
利
活
用
等
を
含
め
た
意

向
調
査
を
実
施
す
る
。

問　
条
例
の
必
要
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
空
き
家
等
に
切
迫
し
た
危

険
が
あ
り
、
か
つ
、
所
有
者
等

が
速
や
か
に
当
該
危
険
を
回
避

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、

市
あ
る
い
は
市
が
委
託
し
た
業

者
等
が
必
要
最
低
限
度
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
定
め
た
条
例
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

【
結
果
】
「
既
に
市
で
は
実
態

調
査
等
を
進
め
て
い
る
が
、
来

年
度
以
降
に
お
い
て
願
意
に
沿

う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
」
と
の

意
見
を
付
し
、
趣
旨
採
択

去
る
9
月
3
日
、
北
朝
鮮
は
、
6
度
目
と
な
る
核
実
験
を
実

施
し
た
。
昨
年
9
月
9
日
に
5
度
目
の
核
実
験
を
実
施
し
、
世

界
中
か
ら
非
難
さ
れ
て
か
ら
1
年
も
経
過
し
な
い
う
ち
の
暴
挙

で
あ
る
。
今
回
の
爆
発
の
規
模
は
過
去
最
大
で
、
出
力
は
広
島

に
投
下
さ
れ
た
原
爆
の
数
倍
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
朝
鮮
は
昨
年
来
、
合
計
30
発
以
上
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
し
て
い
る
。
今
年
7
月
に
は
米
国
本
土
に
届
く

I
C
B
M
級
の
ミ
サ
イ
ル
を
、
8
月
に
は
日
本
上
空
を
通
過
す

る
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
。
来
年
春
ご
ろ
に
は
、
米
国

に
届
く
核
ミ
サ
イ
ル
が
完
成
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
軍

事
衝
突
を
起
こ
し
か
ね
な
い
危
険
が
強
ま
っ
て
い
る
。

西
東
京
市
は
、
平
成
14
（
2
0
0
2
）
年
に
非
核
・
平
和
都

市
宣
言
を
行
い
、
核
兵
器
だ
け
で
な
く
、
地
球
上
か
ら
戦
争
を

な
く
す
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

西
東
京
市
民
の
願
い
を
踏
み
に
じ
り
、国
連
安
保
理
決
議
を
ほ

ご
に
す
る
北
朝
鮮
の
暴
挙
は
、断
じ
て
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

西
東
京
市
議
会
は
、
北
朝
鮮
が
繰
り
返
し
核
実
験
を
行
う
こ

と
に
断
固
抗
議
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
日
本
政
府
に
対
し
、
国
際
社
会
及
び
国
連
を
は

じ
め
と
す
る
国
際
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
我
が
国
の
主

権
と
国
民
の
生
命
・
財
産
を
断
固
と
し
て
守
り
抜
く
た
め
、
冷

静
か
つ
毅
然
た
る
態
度
で
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
平
和
を
守
り

抜
く
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

　
平
成
29
年
９
月
７
日

西
東
京
市
議
会　

意
見
書　

議
会
は
当
該
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す
る
事
件

に
つ
い
て
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
地
方
自
治
法
第
99
条
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
益
に
関
す
る
事
件
と
は
、
公
益
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
限

り
非
常
に
広
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
特
段
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
外
交
に
関
わ
る
内
容
に
つ
い
て
は
疑
問

視
さ
れ
て
い
ま
す
）
。

決
議　

意
見
書
と
同
様
に
議
会
の
意
思
を
表
明
す
る
行
為
で
、

決
議
の
多
く
は
法
的
な
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

「
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
の
変
更
に
つ

い
て
」

【
説
明
】
東
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
東
町
６
丁
目
）に
つ
い
て
、
所

有
者
か
ら
敷
地
の
返
還
の
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
条

例
の
規
定
等
を
整
備
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
平
成
６
年
か
ら
23
年
間
、

所
有
者
か
ら
土
地
を
借
り
て
い

た
と
の
こ
と
だ
が
、
固
定
資
産

税
等
を
免
除
し
、
無
料
で
借
り

て
い
た
の
か
。

答　
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画

税
を
減
免
し
て
い
た
。

問　
市
が
購
入
す
る
と
い
う
選

択
肢
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　
今
回
の
東
町
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
か
ら
売
却
を
す
る
意
思

は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
市
で

は
購
入
す
る
意
思
は
な
い
。

問　
土
地
の
賃
貸
契
約
は
何
年

で
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
10
年
で
あ
る
が
、
や
む
を

得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事

態
が
生
じ
た
と
き
は
、
契
約
期

間
中
の
契
約
解
除
が
で
き
る
。

問　
コ
ー
ト
の
利
用
は
団
体
登

録
制
だ
が
、
登
録
団
体
数
は
。

答　
27
年
度
は
386
団
体
、
28
年

度
は
408
団
体
、
こ
の
ほ
か
に
個

人
登
録
が
27
年
度
は
46
人
、
28

年
度
は
36
人
で
あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

委
員
会
の
審
査
か
ら

の
影
響
額
は
。
ま
た
、
全
体
の

プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
は
。

答　
配
偶
者
控
除
の
影
響
額
は

約
９
千
万
円
の
増
収
を
見
込
ん

で
い
る
。
配
偶
者
特
別
控
除
は

約
１
億
２
千
万
円
の
減
収
に
な

る
た
め
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス

約
３
千
万
円
の
減
収
と
試
算
し

て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

北
朝
鮮
が
繰
り
返
し
核
実
験
を
行
う

こ
と
に
抗
議
す
る
決
議

一般質問 (5)、決議、委員会の審査から

新
教
育
長　
教
育
論
語
る

小
峰
　
和
美
（
み
ら
い
）

公
民
館
は
人
づ
く
り
の
中
核
施
設

分
室
化
を
見
直
し
６
館
充
実
運
営
を
！

納
田
　
さ
お
り
（
無
所
属
）

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と

し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

意
見
書
・
決
議
と
は
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